
保護者負担軽減計画について ＜京都府提出資料＞

学校名

所在地

電話番号

【１年生】 入学金
施設拡充費
（入学時）

授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計
(入学時除く)

考査料

150,000 0 510,000 259,000 769,000 20,000

【２年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

510,000 217,000 727,000

【３年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

510,000 217,000 727,000

・今回改定　あり　なし

・前回改定　　　　　

令和5 年度

令和７年度の保護者
負担軽減策及び考え方

＊施設拡充費等には、施設拡充費、校費、実験実習費、冷暖房費等の入学金、授業料
及び検定料以外の納付金で、学則に定めのあるものすべてを含む。ただし、ＰＴＡ、
生徒会等、学校法人とは別団体に属する経費、任意寄附金及び給食費は除外。

今後５年程度の保護者
負担軽減計画

「不撓不屈」
會津藩黌「日新館」の教育精神、則ちその「什の教え」にあるところの「ならぬことはならぬもの
です」の精神を礎としている。なし得ること、なさねばならぬ事を遂げるのは当然であり、たとえ
どのような困難に遭遇しても、不撓不屈の精神を以て断固として貫徹せよとの教えである。

併設校である京都外国語大学、京都外国語大学と連携し、卓越した英語力と国際的な知識を養い、
グローバルな視点と、国際文化、IT、芸術、スポーツなどによる表現力を身につけるカリキュラム
が特徴である。
本校は、普通科4コースを有し、高水準の進学を目指す「グローバル特進コース（共学）」、向上心
を養い勉学と部活の両立を通じてたくましさを身につける「総合進学コース（共学）」、総合的英
語教育と語学を生かしてより豊かな教養を育む「国際文化コース（共学）」、運動部活動を通じて
強靱な心身の鍛練にのぞむ「体育コース（男子）」の各コースが授業や海外研修など多彩な行事を
通じてそれぞれの特色を発揮する。
将来は、京都外国語大学、京都外国語大学をはじめ、難関私立大学や国公立大へ広く進路を決定し
ている。

政府が2026年度から「私立高校の無償化における年収制限を撤廃する」方針を打ち出したことで、
2026年以降に全ての世帯で私立高校の授業料が無償になる可能性があり、年収制限撤廃は高校教育
のあり方を変える可能性があると考えている。今後は、政府の動向に注視しつつ入学金・教材費・
施設整備費等の費用についても、本校の学びの特徴を生かせる内容に再考する必要があると感じて
いる。

経常経費の削減に数値目標を定め、引き続き財務体質の強化・スリム化を推進する。また、同一法
人として寄付による増収を図りながら高・大で取り纏められる経費の見直しも継続する。財務状況
については、これまで通り学園広報誌やホームページにおいて公開する。保護者への負担軽減計画
については、上記（5）を見据え検討を行う。

建学の精神

本校の特色及び
将来展望

・令和７年度納付金

今年度まで継続した新校舎への建て替え及び旧校舎の解体が全て完了したことから、令和7年度より
学校運営に係る経常経費や人件費の削減に取り組む。納付金については、ＩＣＴ教育推進の為の教
育環境整備（教育機器類の充実を含む）の充実を進めるとともに、上記を踏まえ値上げせず据え置
きする。

（５）

・今後の納付金に
対する考え方

※学科やコースによって
納付金に差異がある場合
は最低額を計上。

（４）

教育内容、施設整備の
改善・拡充等の状況

京都外大西高等学校

（６）

（１）

（２）

（３）

京都市右京区山ノ内苗町３７

０７５－３２１－０７１２

教育内容については、ＩＣＴ教育を進めるうえで必要となる教員の指導力向上を研究会や研修への
参加により推進している。また、理解力向上の為の小テスト等の取り組みや校内予備校へ参加しや
すい環境（金額無償）も引き続き推進し、放課後に教科担当者配置の自習室を開放していることで
理解力向上及び学力アップを図っている。


